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Abstract　Re〔三ent 亘y　the　hysterot
’
ibers（：oI ）e　has　become 　essent ，ia正for　the　examination 　of 　lesions　in　the　uter −

llle　cavlty ．　But　it　is　sl，il亘necessa 上y 　to　reduce 廿／e　bur 〔lell　on 　patients，　including　dilatationぐ）f　the 　cervix 　and

paln　during　examination ，　in　add 玉tioll　t（，　t，e（：hnicious　as 　wel 】as 　t血e　space 　required 　fQ1’anci ！laiy　equiPlnent ．

In　collaboi ’
at，ion　with 　Medical　S〔：藍ence （〕o ．

，
we 　developed　a　portable　hysterofiberscope　wh 隻ch 　does　notIleed

to　be　connected 　to　a　converltionaUig ｝IL　sollrce
，

社nd 　applied 　it．　di面 c 田ly．　We　st〔ldied 　ils　usehl ］n ⊂〕ss 　in　com −

pmtson 　wilh 　that　of 　the　cenventional 　hys℃erofibersc ，oPe ，

Key　words ：Hysterofiber’sc：c）pe ・Portable

　　　　　　　　 緒　　言

　近年 ， 子官体癌 ， 粘膜 ド筋腫 ， 内膜ポ リープ
，

∫官内膜増殖症な ど子宮内腔病変の EF期診断と治

療に 子宮鏡検査は欠かすこ との で きな い もの にな

りつ つ ある．本邦で も1960年代か ら硬性子宮鏡が

開発 され臨床検査 の ひ とつ と して用 い られて は い

たが ， そ の 操作性 に や や 難し さがあ り俾及する に

は至 らなか っ た a その 後，1980年代に な り新 しい

軟性子宮鏡が開発 され て お り
L〕’t，1／

，1）麻酔や 頸管

拡張の 必要性の 軽減 ， 2）検査時の 疼痛軽減 ， 3）検

査時の 大出血 や頸管裂傷な ど合併症の 低
一
ド，

4）容

易な卵管口 の 観察， 5）術者 の 楽 な検査姿勢 ， など

外来に おける検査法 と して の 改 諱が重ね られて き

た。しかし，手軽に外来診察中に検査する には頸

管拡張 ・疼痛 の 軽減 ， 周辺機器
一
式 を置くス ペ ー

ス の 問題な ど， さら に改善すべ き点がある．今回

私 ど もは，子宮鏡か ら従来 の 光源装 置を切 り離す

こ と に よ り， 機動性 を備えた携帯型子宮鏡（TM （：4 ，

品番 IIP2−318）をメ デ ィ カ ル サ イエ ン ス 社の 協力

を得て 開発 し臨床に応用 した の で，そ の 有用性 に

つ い て検討した．

　　　　　　　 対象および 方法

　対象は ， 不正性器出血， 過多月経 ， 不妊 ， 月経

不順，腹痛な どを主 訴に 来院した22〜65歳の 患者

で ，1997年 4H か ら1998年 3 月まで の 間に子宮鏡

検査 を無麻酔にて行っ た無作為に選 んだ未妊 ・未

産婦20例（不1L性器出lflL　8例 ， 過多月経 5 例 ， 不妊

症 ：1例 ， 月経不順 2 例 ， 腹痛 2 例）に つ い て 1）頸管

拡張の 有無 ，
2）検査施行時の 疼痛の 有垂【ら，3）卵管

冂観察 ， 4）内膜所見に つ い て 比較検討した。使用

機器 は携帯型 子宮鏡 （TMC −i＞で
， 比 較対照 と し て

従来使用 σ）オ リ ン パ ス社製 ヒ ス テ ロ フ ァ イ バ ー
ス

コ ープ （Type−P ・Type．「p）の 2 種類 を川 い
，　 TMC −1

→ Type−P → Type−T の 順で 施行 した．

N 工工
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MC−
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B ： Typc−P　C：Type − 「
正
1 図 1才！ ．l

n ： J ｛ lr・宮鏡（「11MCI ＞の 描 遣 　 こ の携

li」型子宮 鏡 は ， フ ァ イバ ー ス コープMS− 55

（ メテ でカ ルサ イ エ ンス祉） を 》 §にr 宮 癌用

改 良 し
た も のである（写真L図t）． 全 長590 mm ，

コ ー プ先端外径が： 3 ．1mm ， 1 謹 振り 角度は 左

E に120 度，焦点 は 調 飢 可 能 で視 野角は70 度

し た ． スコ ープは石英 ガラ スファ イバ ーを÷

とし た もので，光 の伝達率が大き いため 細 く

も 明 る
く
シャ ー プ な 醐 像が得られ ， 石 晃 イ メ

ジ バ ンド ルは溶融・一 体 になって いる
， した

っ て 個 々の ファ イ バーの断 線は生 じ る ことが

いた め ，消耗 に よ
る

黒 点 の 発生が な く耐久性に優

ている． さ ら に ，超軽量 バッテリー ハウ ス（

チ
ウ
ム電池 3V） と50倍

レ
ン ズ付アイ ピ ース を内祝鏡本体に振

し，

検鉗i ・の装着もliJ ’能

したが， 総 重
i．： は350g である． 　　　　　

　　　成
　　 績 　20例中，1 ）頭管拡張は ， TMC − 1で1例 （

刀 j ， Type − Pで4例（20 ％ ），　 Type − Tで
瘁i45％）に 必 要とし， TMC − 1 で IYpe − T に対

有 忌に 低 ドした（p ＜ 0 ． 05 ）が，Type − Pに対

ては明らかな有
意蓋 は 認 めなかった． 2）検査時の 疼 痛は，RMC −

ﾅ2 例 （10 ％ ），Type − P で4 例（20％
）
，　 Ty

　 Tで9例（45 ％） に生 じ TMC − 1で Type − T に

し有息 に低 1 ・． した （ p く0 ．   5 ） が，

官拡張同様 ， Type −Pに 対し
て は明ら か な 有悲 差 は認めなかっ

．3）卵
管口観察は ， TMc− 1で 全 例 （ 100 ％ ）， 　Typ

|Pで17例（85 ％）， Type − 「 1 ’ で 17 例 （ 85 ％

で吁能で あ り，　TMC − 1 と ［13rpe −

EType − T と の 同 に 明 らか な有慧差 は 、 忍 め ら れ な かっ た
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張
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鬻響 健

　 　 　 1〆20｛9iI
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　 　 　 ．一一．．一一　　N ．s，
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Type．P
　 　 　 （2〔〕％）

2．’20 倒 　　　　　20／20 例

（⊥u％）　　　　 　 ｛lou％）
一一一．一．一一

　　N 、S，　　　　　　　 NS
4／2〔〕fタU
〔2｛工qら〉

17／20｛列

（85％ ）

　 　 　 1．
’
20 例

TMC −1
　 　 　 〔5％）

2／20f列

（10％〉
P ＜ 0．05一 P 〈 〔〉．05

2  ／20 ｛列

（100％）

　 　 　 9！20 例
Type −T
　 　 　 （・15％）

9／2〔1例

〔45％）

17／201列

〔85％）

N ，S，

It
検定　P ＝o，05

所見が得 られ ， TMC −1が Type−P ・Type−T に比 し解

像力に 劣る 点は なか っ た （衣 1
，
2）e

　　　　　　　　 考　 　察

　予宮鏡 の 歴 史と して は，1869．　IF．　Pantale〔｝ni 力言膀

胱鏡を用 い て ∫
・
宮内腔を観察 した の が最初 である

が
V

， 本邦で は そ の 後 の 光学機 械 の 発展 に よ り

1960 年以 来，さ まざ まな子宮鏡が開発され て きた．

現在で は，不正 性器出 1白／，過多月経，不妊症，帯

下異常 ， 腹痛 ， 超 音波所見異常な ど ， 子宮 内腔病

変が 疑わ れ る場合に欠かす こ との で きない 検査 と

な っ て い る。

　今回私 どもが 開発 した携帯型子宮鏡 は ， 従来外

来診察で使用 の 腟鏡 ・
単鈎鉗子に加 え， 加圧 バ ッ

ク ・生理 食塩水
・点滴 ラ イ ン を用意する だけで 内

診台 ス ペ ース の み あれば倹査可能で あ り，さ らに

ベ ッ ドサ イ ドで 行 うこ とも1i∫能で ある。従来， 観

察用 と して 使用の Type−P と TMC −1を外観的 に比

較す る と（表 3 ），全 長54〔〕mm に対 しiw・liS／で 観察す

る際 の 姿勢 を考慮 し590mm ，有効長 160mm に対

し180rnmlと多少長 くな っ た．操作性は ， 従来の ゴ

宮鏡 に 比較 し ， ∫
・
宮鏡 の 挿入 の 際に最初に難 しさ

を感 じたが ， r宮鏡グ リ ッ プを時計方向に90度回

転 させ る こ とに よ り，従来と同 じ感覚で 挿却 1∫能

とな っ た。また，先端首振 りを左右 にする こ とで

操作部 の ひね りも最小 隈に抑え られ ， 卵管口周辺

の 観察を容易 にす る こ とが で きた．観察時 の 明る

さに関 して は ， 卜分な光量が得 られ全 く岡題 とな

らなか っ た．テ レ ビ モ ニ タ
ー

による視野の 保存の

た め
，

オ リ ン パ ス 社製 AR −T2 を装着 して 観察 した

と こ ろ，TMC −1は Type−P と比 較 し て 先端外径 が

3．1mm と0，4mm 刷 い に もか かわ らず，よ り拡 大 し

た視野が得 られ ， また ， 細径で あ る うえ に 1．2mm

の チ ャ ン ネル を確保 し て い るた め ， 灌流や組織採

取 を含め た3騰 の 処 置具も使Hl　ii∫能で あ り，挿入

時の 内腔視野も ト分に確保で きた，通常裸眼に て

観察する こ とを考慮 し ， 術 者に検査 姿勢に よる負

担 が か か らな い よ う全 長を長 くし一L夫 した こ と

で ， 楽に観察す る こ とが で きた．最 も注 口すべ き

点 として は ， 光源装置を小 さな乾電池 1個 （りチ ウ

ム 電池3V）として コ ー
ドレ ス にす る こ とで ， 総重

ltl；3r）og の超軽 硅化 を実境 し
， さら に術 者の 負担 を

軽減 し，簡便 な f宮内腔の 観察を t・J
’
能とす る こ と

表 3 　TMC ．1 と Type ．P ・’rype．
’
「
’
との イi：様比 1「変

TMC ．1 Type．P Type．T

先端外経 3．lmm ：9．5r［lllL3

、61nn1

’1．5r且IIII

有効 部外径

有効 長

3、3int／i 4．1｝mm

1801しユIIL ］60111ri1 290inni

令長 590mm 54｛工Mll ／

チ ヤ ン ネル 1人！　tE 1、Zmrn 12mm

59｛｝nun2

．2mm

断振 り角 度 ノLるイiI20 ）寛

1 − 5〔）mlT1

ヒ ト 10U度 ．ヒ ド 12U度

観察深 度 n
一

H
一

hL

艾

一
b

｝

｝
．
9

2 〜50田 m

視野 角 7〔渡 120 度

光源
バ ッ テ リ

ー
（リチ ゥ

　 　 　 　 　 　 　 　 AC 光1原装 置　　　　 AC 光 源装 置
ム 電 池 3V）

ラ ン プ ハ ロ ゲ ン ラ ン プ キ セ ノ ン ラ ン プ 　 　 キ セ ノ ン ラ ン プ
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がで きた。

　以 上の こ とか ら， 携帯型 ∫
・
宮鏡の メ リ ッ トと し

て 1）コ ードレ ス の た め操作性が よ い
・2）携帯が便

利 ・3）ス コ ープ単体 で使用する ため
，

ス ペ ー
ス が

い らな い ・4）光源装置が乾電池 1個の 超軽鼠化に

よ り， 機動性に富む ・5）細径で ある ため
， 頸管拡

張 の 必要性が低下 し ， 低侵襲な検査 ・診断 U∫能 ，

携帯型子宮鏡の デ メ リ ッ トとして 1）光景の 調節が

で きない
・2）ス コ

ープ の 長 さに伴 い
， 腰がや や弱

い こ となどが考えられた。

　今回 の 結果か ら
，
症 例数が 少ない こ ともある が ，

TMC −1と Type −P と の 間に 有 意差 は 認 め られ な

か っ たが ， メ リ ッ トを考え合わせ れ ば
．
十分有用だ

と思われ る。

　　　　　　　　　 結　 　論

　本 子宮鏡 は， 従来広 く使用 されて い る子宮鏡 に

比べ 未産婦で も頸管拡張 は必要 とせず ， 患者の 疼

痛も軽減 し，また先端 首振 りが左右の た め卵管口

周辺 をよ り自然に近 い 状態で 観察で き る． コ ー ド

レ ス の ため ， 外来で簡便に検査 で きる こ とか ら，

外来ル チ
ーン検査機器として ， また体動の 不 自由

ll産婦 誌 51巻 2 号
・

な患者 をベ ッ ドサ イ ドで検査す るの に有用な装置

で ある と考 えられる。
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